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カイ コガ 科 の 家 奏 Bombyx (水野 , 中 田 , 高見 , 北沢 , 〒ovAwA な ど ), ヤマ マユ ガ 科 の 4Antheraea (SArro), 
テグ ス 春 (小泉 , 柴田 ), ウス タビ ガ (梅谷, 渡辺 ), メ イガ 科 の Chilo (OkApA), ヒ トリ ガ 科 の Diacrisia(JoHANNSEN ), 
ヤ ガ 科 の Mamestra (RgmrgL), Heliothis (PREssER and RUrsogky) な ど 時 類 の 用 子 発生 に つい て の 報告 は 多数 
な され て いる . し か し な が ら , 暴 を 材料 と し た 研究 は 少な い . モン シロ チョ ウ PZjeris の 及 子 発生 に つい て は 
EAsrgaAw (1927, 1931 ) の 優れ た 研究 が ある が , 日 本 で は 蝶 の 腔 子 発生 に 関し て 述べ た も の は 田中 (1965, 1966) 
以外 に は 見 当ら な い . EAsrgAw は 定 温度 条件 下 に お ける 及 子 発生 段階 , 腔 子 の 発生 と 温度 と の 関係 に つい て は 充 
分 に 取り 扱っ て いな い の で , 筆者 は と これら の 点 に つい て 得 た 結果 を 腔 子 発生 段階 と 合わ せ て 報告 する . な お , 前 報 
(1965) は 不備 の 点 が 多く , 観察 に も 誤り が あっ た の で , 本 報 で 訂正 し た い ・ 

本 研究 を 通し て 助言 と 激励 を 与え られ た 東京 教育 大 学 付属 菅平 高原 生物 実験 所 の 安藤 裕 博 士 と 文献 の 収集 に 協力 
いた だ いた 富山 大 学 教育 学部 の 山口 政則 助教 授 に 対し 厚く お 礼 申 し 上 げ る . 
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材料 お よび 方 法 

実験 , 観察 に は すべ て 岐阜 県 産 モ ン シ ロ チョ ウ Pieris rapae cruciyora BorspuvAr 卵 を 使用 し た . リシャール 
式 採卵 法 に より 実験 室 で 採卵 し た 材料 は 産 下 後 ら て 98 分 以内 に 平均 温度 6, 10, 16, 21, 25, 831, 34, 37'C (湿度 
80~100) の 恒温 槽 に 移し , 一 定時 間 後 に , カル ノア 液 , ある い は , アル コー ル ・ ア レン ・ ブ アン 液 で 固定 し , 
80 め アル コー ル 中 で 脱 帝 後 , 普通 の パラ フィ ン 切 片 法 で 8 て 104 の 連続 切 庁 と し た . 反転 期 以 後 の 材料 の 一 部 は 解 
前 に より 卵 か ら 膝 子 を 取り 出し , 全体 標本 と し た . 切 打 の 染色 に は , デラ フィ ー ル ド の へ マト キシ リン と エ オ シン 
の 二 重 染色 ある い は ヘマ トキ シリ ン の 単 染色 を し た . 全体 標本 は ボラ ックス ・ カ ー ミ ン で 染色 後 , グリ セリ ン 中 に 
移し て 観察 し た . 

















結果 お よび 考察 


1. 肝 子 発生 段階 の 説明 

産 下 直後 か ら 時 化 時 まで の 全 発 生 過 程 を , 便宜 上 22 の stage に 分 け , と れ ら の stage に 解説 を 加え な が ら , 
用 子 の 発生 状態 に つい て 述べ る . 

Stage 1 (受精 期 ) 

産 下 直後 の 卵 で は , 前 極 の 極細 胞 質 polar plasm 内 で , 有 糸 分 烈 に よる 2 回 の 成就 分 烈 maturation division 
が 起り , 第 1 お よび 第 2 極 体 polar body が 形成 され る が , 第 1 極 体 の 第 2 回 の 分 裂 は 起 ら な いよ う で ある . 雌 の 
前 核 より も も っ と 頂部 に お いて 変形 し た 精子 の 姿 が 認め られ る . 受精 の 詳し い 観 察 は で き な か っ た が , 多分 , 卵 の 
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前 極 で , 雌 の 前 核 と 精 核 が 合体 する も の と 思わ れる . 産卵 を 1 時 中 止 し た 母 典 か ら 得 られ だ 最初 の 1 卵 を 他 と 同一 
の 環境 条件 下 で 発生 させ , 前 者 と 後者 の 発生 状態 を 比較 する と , 前 者 は 後者 より も 著しく 短い 時 間 内 で 最初 の 核 分 
人 鈴 が ある . と の と と は , 多分 , 母体 の 膝 内 で 受精 が 行なわ れる 可能 性 を 示す も の で あろ う . 

家 論 (高見, 北沢 1960) で は , 産卵 を 1 時 中 止 し た 時 の 第 1 卵 で 卵 が 体内 に と ど まっ て いる 間 精 核 が 合体 し 
て し まっ て いる と と も ある と いう . 

Stage 2 (分 割 期 ) 

卵 の 前 極 中 央 部 付 辺 に 横たわっ て いる 受精 核 は 最初 の 有 糸 分 像 に より 2 個 の 分 割 核 cleavage nucleus と な る . 
続い て 2 回 目 の 核 分 像 が 急速 に 起り , 4 個 の 分 割 核 を 作る . 極細 胞 質 内 の 極 体 は ほとん ど 変 化 せ ず , と の ステ ー ジ に 
お いて も な お 明瞭 で ある . 核 分 像 は その 人 後 も 盛ん に 繰り 返 え され る . その 結果 , 8, 16, 32, 64 個 と 倍増 され た 分 
割 核 は 卵 の 前 極 で , 卵 形 の 球 表面 に まき ちら され た よう に 配列 する . し か し , その 内 部 に は 少数 の 核 が 不 規則 に 分 
布 し て いる . 間もなく , 分 割 核 は 卵 の 表面 に 向っ て 移動 を 始め る . 分 割 核 が 表層 原形 質 に 最初 に 達する の は 卵 の 前 
極 で ある . 分 割 核 は 次 第 に 後 極 の 表層 原形 質 に も 到達 する . し か し , 将来 卵黄 核 形 成 に 関与 する 分 割 核 は 卵黄 内 に 
残留 し て いる . 分 裂 核 が 最初 に 卵 表 の どの 部 分 に 到達 する か と いう と と は 種 に よっ て 異な り , 卵 の 形 , 分 裂 中 心 
cleavage center の 位置 な ど と 関係 が ある よう に 思わ れる . 

鱗 直 上 月 で は , モン シロ チョ ウ の よう に , 分 割 核 が 前 極 の 卵 表 に 最初 達する も の と し て , 奏 家 (高見 , 北沢 1960 
な ど ), 4ntheraea (SArico 1934) な ど が 知ら れ て いる . 

Stage 3 〈 胚 盘 革 形成 期 ) 

表層 原形 質 内 に 達し た 分 割 核 と 他 の 核 と の 間 は 原形 質 で 連なっ て いる が , 間もなく , 核 と 核 と を 隔 す る 薄い 細胞 
膜 が 表層 原形 質 の 表面 か ら 内 部 に 向っ て 伸び , その 後 , 表層 原形 質 の 内 側 で 内 表面 に 平行 な 膜 が 発達 し , 1 個 の 核 を 
中 心 と する 立方 形 の 腔 盤 葉 細胞 が 形成 され る . その 結果 , 卵 の 前 極 部 分 は 一 層 の 細胞 層 か ら 成 る 膝 盤 葉 blasoderm 
で お お われ る . と の ステ ー ジ の 卵 の 後 極 で は , 分 割 核 が 表層 原形 質 に 達し た 直後 の 状態 で ある . 従っ て , 卵 の 後 極 
で の 臓 盤 葉 形成 は 前 極 に お ける より も 著しく 遅れ , 最後 に 腔 盤 葉 細胞 が で き 上 る の は 卵 後 極 に お いて で ある . と の 
よう に し て 卵 全体 を 包む お 脆 盤 葉 が 完成 する 

同じ 鱗 交 目 昆虫 に お いて も , 腕 盤 葉 が 最初 に 形作ら れる 位置 は 種 に よっ て 異な る . とれ は 分 割 核 が 最初 に 卵 の ど 
の 部 分 に 到達 する か に よっ て 定まる よう で ある . 

Stage 4 〈 胚 带 形成 期 ) 

志 由 双子 一 区 二， 胚 带 germ band の 形成 と 豚 膜 embryonic membrane の 発達 が 進む が , 筆者 は 前 報 (1965) 
で , と れ ら の 発生 に つい て 述べ た が 誤り が あっ た の で , 訂正 し , や や 詳細 に 説明 する . 

卵 の 腹 側 の 前 極 部 分 か ら , 腔 盤 業 を 形成 する 細胞 が 立方 形 か ら 円 柱 形 へ と 変化 し , と の 部 分 で , 最初 の 膝 域 em- 
bryonic area が 形成 され る (1 図 ). 腔 域 を 形作る 細胞 は 他 の 豚 外 域 extra embryonic area の 細胞 と は 著しく 形 
や 大 き さ を 異 に し , 前 者 は 後者 の 1/2~1/3 の 幅 で あり , 核 も は る か に 小さ い . 腔 域 と 膝 外 域 と の 結合 部 で は , 腔 
域 の 先端 部 の くさ び 形 の 細胞 が 豚 外 域 最 外 線 の くさ び 状 細胞 の 内 側 に 位置 し て いる (2 図 ) その 後 の 発生 で , 及 
外 域 最 外線 の くさ び 形 細胞 が 肛 域 を お お いな が ら 急 速 に 発達 し 始め る (3, 4, 5 図 ) この よう に し て , 紫 膜 serosa 
が 形成 され , それ は 卵 の 前 部 か ら 後 部 に 向っ て 更に 成長 する . 骨 膜 を 形成 し て いる 細胞 は 中 央 に 単 核 を 持つ 局 平 な 
細胞 に 変化 する . 此 膜 が 肥 帯 の 前 方 約 1/3 に お お う 時 期 に , 後方 に お いて も 用 域 と 肥 外 域 の 区 別 が 可能 に な り , 
や が て 上 娠 膜 の 原 基 が 発達 する . また , ほ ば と の ステ ー ジ に , 胚 带 四 最 先端 素 ， 羊膜 amnion の 原 基 が 有 帯 と 雌 膜 
と (に は さま れ て 認め られ る (7 図 ). 累 膜 四 形成 全 前 方 ， 後方 , 側 方 か ら そ れ ぞ ね れ 発達 し た 膜 の 結合 に よっ て 完了 
する . と の よう に し て , 毅 膜 は 卵黄 と 腔 帯 と を 完全 に 包む 一 層 の 細胞 層 と し て 完成 する (8 図 ). と の 頃 , 豚 子 の 
後 端 (未来 の 尾部 ) に 羊 膜 原 基 が 分 化す る . その 後 , 症 膜 は 此 膜 と 同様 に 発達 する が , 発達 速度 は 羊 膜 の 方 が 租 膜 
より も 遅い . 膝 常 は 腹 側 を 中 心 に 卵 の 横 軸 に 沿っ て 伸び る 遍 平 な 小判 形 で ある . 及 帯 の 後部 先端 で も , 羊 膜 の 原 基 
が 認め られ る . 卵黄 内 た 残 百 し た 卵黄 核 は 核 の 周囲 で 放射 状 に 伸び る 細胞 質 を 持っ た 卵黄 核 yolk nucleus に 分 化 
する が 卵黄 細胞 yolk cell の 分 化 は まだ 認め られ な い . 

Pieris と 同様 に , 羊 膜 と 紫 膜 が 別々 た でき, 上 賑 膜 が 羊 膜 より も 早く 伸び る と と は Diacrisia (JOHANNsEN 1929), 
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Mamestra (REMPEL 1951), Heliothis (PRESSsER and Ruzscrky 1957), Chilo (OKADA 1960) で も 稔 察 さ れ て 
いる . し か し , 家 奄 (外山 1896), 4zzergeg (SArro 1934, 1937) で は , 用 外 域 用 盤 葉 が 羊 膜 ひだ amniotic fold 
を 形成 し , と の 羊 膜 ひだ の 発達 に より , 此 膜 と 羊 膜 が 同時 に 形成 され る .・ 

Stage 5 (フタ バボ 形 膝 子 期 ) 

卵 の 全 周 の 4/5 を 占め て いた 腔 帯 は 卵 の 腹 側 に 向っ て 次 第 に 左右 に 収縮 する . そし て , 今 , 腔 子 の 前 方 緑 と 後 
方 縁 が 上 下 に 伸長 する た め , 礎 帯 の 全体 の 形 は 正中 線 を 対称 軸 と し て 両方 へ 拡がっ た 二葉 の 状態 と な る . その 後 間 
も な く , 双子 は 未来 の 胸部 に 相当 する 部 分 で , 左右 か ら 少し くびれ 始め る 羊 膜 は 完全 に 用 帯 の 背面 を お お っ て 発 





1, 2 図 : 除 域 お よび 肛 外 域 形成 期 の 卵 の 縦断 面 
3,4,5 図 : 兹 膜 形成 期 @ 卵 中线 断面 
6, 7 図 : 羊 膜 形成 期 の 卵 の 終 断 面 

( 付 号 の 説明 は 8 ~10 図 の 説明 欄 を 参照 ) 
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8 図 : 此 膜 完成 期 の 卵 の 縦断 面 

9, 10 加 : 頭 胸 分 節 期 一 反転 期 の 豚 子 縦 雨 を 通る 断面 ABGN : 腹部 
神経 節 AM :羊膜 BR: 脳 DW: 体 壁 EER: 膝 外 域 EM : 胚 
子 ER: 腔 域 GB : 胚 带 MG: 中 腸 OEGN : 喉 下 神经 节 PRO : 
肛门 陷 SE : 兹 膜 ST : 口 陥 THGN : 胸部 神经 节 YN : 卵黄 核 








達し て いる . 

Stage 6 (ダル マ 形 腔 子 期 ) 

卵 の 横 軸 に 沿っ て 発達 し た 用 帯 が 次 第 に 左右 か ら 収 縮 す る た め , 腔 子 は 前 極 か ら 後 極 へ 向っ た 縦 に 長い 腔 帯 へ と 
変化 する . 腔 子 の 中 間 部 付 辺 で , 腔 子 か ら の 緊縮 が 起 る . その 結果 , 用 子 全体 は ダル マ 形 と な り , 腔 子 は 前 部 と 後 
部 と に 区 別 さ れる (23 図 ). 腔 子 の 前 部 は 卵黄 内 へ 大 きく 舌 曲 する . 間もなく , 腔 子 の 前 部 に 左右 1 対 の 丘 状 部 す 
な わ ち 将来 の 原 頭 葉 procephaic lobe の 原 基 が 形成 され る . そし て , と の 部 分 の 中 央 部 で , 正中 線 沿 い に 及 帯 組 
織 の 陥 入 に より 前 方 か ら 後 方 へ 発達 する 原 溝 primitive groove が 発達 する . 原 頭 葉 原 基 の 出現 より 少し 遅れ て , 
腔 子 の 後部 に , 原 頭 業 原 基 よ り 大 き な 尾 端 葉 caudal lobe の 原 基 が 出現 する . 卵黄 は 1 個 あ る い は それ 以上 の 鉱 
黄 核 を 中 心 に し た 卵黄 細胞 と 不定 形 の 集 塊 と の 結合 に より 構成 され て いる . 

Stage 7 (クツ ベラ 形 駅 子 期 ) 

膝 子 は 更に 左右 に 収縮 し , 原 頭 葉 と 尾 端 葉 は 一 層 明 有 瞭 に な る . 原 溝 は 腔 子 の 正中 線 に 沿っ て 伸び て いる . 中 板 
median plate と 側板 1ateral plate と の 結合 部 で は , 側板 が 中 板 に お お いか ぶさ っ て 成長 し て いる . と の ステ ー ジ 
の 腔 子 は , 頭 葉 head 1obe と 尾 端 葉 が 大 きく , 中 間 部 が 細い クツ ベラ 形 で , 腔 子 の 腹面 は 丹 底 形 で ある . 腔 子 は 頭 
部 で は は 上 直角 に 内 部 へ 震 曲 し , 頭 部 前 方 は 卵 の 背 側 に 向っ て いる . 
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Stage 8 (中 脆 葉 形成 期 ) 

膝 子 の 正中 線 を 通る 原 溝 の 陥 入 は 深 さ を 増し , 原 溝 の 左右 の 側板 が 中 板 を お お っ て 発達 する た め , 用 子 は 外層 の 
外 胚 药 ectoderm 上 上 内侧 四 中 胚 药 mesoderm と に 分 か れる . そし て 原 溝 は 閉鎖 し , 消失 する . と の 時 期 の 膝 子 の 
縦断 面 で は 未来 の 体 節 部 分 に 相当 する と 思わ れる 位置 で , 17 個 の 中 有 葉 塊 を 形成 する . と れ ら の 中 膝 葉 塊 の 中 で 
も 頭 葉 の 口 部 細胞 塊 oral cell-mass は 持 に 大 形 で あ も る. と の ステ ー ジ の 終期 に , 双子 の 正中 線 の 両側 で 大 型 の 神 
経 細胞 neuroblast の 分 化 が 起 っ て いる . 一 般 に , 鱗 次 目 の 中 肛 葉 形成 は 原 溝 陥 入 と 共に 中 板 が 側板 に お お われ , 
その 結果 , 腕 子 の 内 側 に 中 豚 葉 が 形成 され る と いう タイ プ で ある (Bombyx, ToyAwA 1902, Diacrisia, JoHANNSEN 
1929, Pieris, EAsrgAw 1931 Antheraea, SArro 1937, Mamestra, REwPpr 1951, Heliothis, PRESSER and RUTS- 
cHky 1957，CHio，OKADA 1960 な ど ) 

Stage 9 ( 体 節 分 化 期 ) 

最初 の 体 節 分 化 が 顎 部 に お いて 認め られ る (24 図 ). 朋子 の 左右 の 側 部 か ら 原 溝 に 向っ て 発達 する 体 節 溝 に より , 
颖 部 gnathal segment (大 腸 節 mandibular segment, 小 膨 節 maxillar segment, 下 居 人 節 1abial segment) が 
まず 形成 され , ほとん ご ど 同時 に 胸部 体 節 thoracic segment が 発達 し , その 後 , 般 部 体 節 abdominal segment が 
で き 上 る . 

Stage 10 (神経 溝 分 化 期 ) 

卵 の 前 極 中 央 部 付近 に 頭 葉 前 端 が 位置 し , 前 極 背 面 か ら 腹 側 を 経て , 後 極 の 背 側 で 腹部 が 内 側 に 数 曲 し , 後 極 中 
央 部 に 尾 端 葉 後 端 が 存在 する (13 図 ). 朋子 の 体長 は 急速 増大 し , 体 幅 は 逆 に 減少 する た め 膝 子 は 著しく 細長 と 
な る . 腹部 の 体 節分 化 が 起 っ て いる 間 に , 腔 子 の 正中 線 に 沿っ て , 顕 部 に 神経 溝 neural groove が 発達 し , 次 第 
に 頭 葉 お よび 腹部 へ と 伸長 する (25 図 ). 含ま で ほとん ど 全 部 不 整 形 で あっ た 各 体 節 の 中 腔 葉 塊 は と の ステ ー ジ を 
通し て 形 を 整え る . 大 部 分 が 互い に 粘着 し た 大 塊 で あっ た 卵黄 は ほとん ど 全 部 有 膜 の 卵黄 細胞 と な る . 腹部 後方 で 
の 体 節 分 化 は まだ 不 完全 で ある . 

Stage 11 ( 頭 胸部 付属 肢 分 化 期 ) 

今 , 豚 子 の 体長 は 最長 で ある . 体 節 分 化 は 腹部 の 中 間 に ま で 進み , 神経 溝 は 正中 線 に 沿っ て 風 部 後 端 ま で 明瞭 で 
ある . 顎 部 の 各 体 飾 に 左右 1 対 の 外 膝 葉 突起 と し て , 大 用 mandible, 小暑 maxilla， 下 层 labium の それ ぞ れ の 
原 基 が 出現 する . 胸部 3 館 に も 同様 の 付属 肢 が 発達 する が , 顕 部 付属 肢 の 出現 より も や や 遅れ る よう で ある . 頭 葉 
の 中 央 部 の 外 腔 葉 が 口 陥 stomodaeum と し て 陥 入 す る . と の 時 に は 肛 陥 proctodaeum の 陥 入 は まだ 認め られ な 
い . 頭 葉 の 前 方 中 央 部 付 辺 で , 1 対 の 上 大 1abrum 原 基 が 現われ , 口 陥 の 後 側 部 分 に 同様 な 対 状 の 触角 antenna 
の 原 基 が 発達 する . また , 触角 原 基 の 後方 で 非常 に 小さ な 前 大 有 premandible 原 基 が 対 状 の 盛り 上 り と し て 認め 
られ る (26 図 ) が , と れ ら は その 後 問 も な く 消 失 す る 一 時 的 な ちる の で ある . と の ステ ー ジ の 頭 部 は 6 節 , す な わ 
ち 上 居 節 , 触角 分, 前 大 腕 館 , 大 腕 節 , 小腸 節 , 下 居 節 か ら 構成 され て いる よう で , 膝 子 の 全長 の 約 1/4 を 占め て 
いる . 神経 溝 の 左 右 外 肥 葉 の 内 側 で , 神経 細胞 が 有 糸 分 像 を 繰り 返 え し て 増殖 し , 尾 節 を 除く 各 体 節 に 1 対 の 神経 
細胞 塊 が 形成 され る ・ 

鱗 起 目 膝 子 の 前 大 腸 付 属 肢 の 存在 は CAio (OKgApA 1960), 家 奏 (中 田 1932) な ど に お いて も 観察 きれ て いる . 鱗 
翔 目 昆虫 の 頭 部 を 構成 する 体 侵 数 に つい て は 異説 が ある が , 6 節 と する 考え 方 が 多い よう で ある (Pieris, 了 EARTHAM 
1931, Chilo, OkApa 1960, 家 春 , 中 田 1932,。 な ど ) 

Stage 12 (腹部 付属 肢 分 化 期 ) 

尾 端 葉 の 中 央 部 で 肛 陥 の 陥 入 が 起 る . 上 情 は 相互 に 正中 線 に 向っ て 接近 する . 顎 部 お よび 胸部 の 各 付 属 肢 は 棒状 
構造 に 発達 し て いる が , 前 大 腸 付 属 肢 は 退化 , 消失 し て いる . 口 陥 は 一 層 明 瞭 と な り , 上 咽頭 epipharynx が 認 
め ら れる . 腹部 後方 で は 体 節 分 化 が 完了 し , 今 , 豚 子 は 頭 葉 と 他 の 18 环节 (4 顎 節 , 3 腹 節 , 10 腹 節 そ し て 尾 節 ) 
より 構成 され て いる . 腹部 第 1 節 の 対 状 外 及 葉 性 突起 が 現われ , 次 第 に 第 2 節 以 後 の 各 体 節 上 に も 同様 な 腹部 付属 
肢 原 基 abdominal lobe が 発達 する . 神経 溝 は 顎 部 で 消失 し 始め る . 中 腔 葉 は 豚 子 の 内 側 で 連続 的 に 分 布 し て いる 
が , 体 節 的 構造 は 明瞭 で ある . と の ステ ー ジ の 終期 頃 か ら 腔 子 の 短縮 が 起り 始め る . 

Stage 13 (腹部 付属 肢 完成 期 ) 

頭 葉 の 短縮 こよ り 触 角 が 前 方 へ 移動 を 始め , 顎 部 も 前 方 へ 短縮 する . と の ステ ー ジ で は , 前 大 肝 節 が 頭 葉 に 吸収 
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11~22 図 各 stage に お ける 卵 の 縦断 面 
11 図 : stage 4 豚 帯 形成 期 12 図 : stage 5 7 久 / 形 胚 子 期 13 図 : stage 10 神経 溝 分 化 期 14 図 : stage 
11 頭 胸部 付属 肢 分 化 期 15 図 : stage 13 腹部 付属 肢 分 化 期 16 図 : stage 14 短縮 期 17,18 図 : stage 15 


頭 胸 分 節 期 19 図 : stage 16 反転 前 期 20 図 : stage 18 腹部 神経 球 融合 期 21 図 : stage 19 毛 次 発生 其 
22 図 : stage 20 剛毛 発生 其 
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され る よう に し て 消失 し て いる . 従っ て 額 部 は 大 腕 館 , 小 脚 館 , 下 居 節 の 3 節 か ら 成 る . 小 肢 原 基 , 下 居 原 基 お よ 
びす べ て の 胸部 体 館 肢 は 2 ~ 3 の 節 状 構造 に な る . 腹部 で は 第 1 第 10 腹 人 節 上 に 対 状 突起 と し て 腹部 付属 肢 が 形 
成 さ れ て いる . と れ ら は 胸部 付属 肢 よ り も は る か に 小さ な 疹 状 で ある . 腹部 に お ける 神経 溝 は 以前 と 同様 に 明 瞳 で 
ある . 卵 内 に お ける 腔 子 の 位置 は , 頭 葉 で 始ま る 前 極 背 側 か ら 卵 周 に 沿っ て ほ ば 一周 し , 卵 の 中 央 付近 に 位置 する 
尾 端 葉 で 終っ て いる (15 図 ). 頭 部 は 卵 の 前 極 を 占め , 大 腕 節 は 前 極 背 側 小 用 節 が 頂部 , そし て 下 大 節 は 前 極 腹 
側 各 々 位置 し て いる . 神経 溝 選 よ っ て 左右 に 分 けら れ て いる 中 脆 葉 は 2 層 と な り 体腔 粗 coelomic sac を 形成 し 
て いる . 

Stage14 ( 短 縮 期 ) 

と の ステ ー ジ の 肥 子 は 頭 葉 , 3 颖 节 , 10 腹 節 お よび 尾 節 に より 構成 され て いる . 頭 葉 と 顎 部 が 合体 し 始め , 額 節 の 
間 の 境界 が 不明 瞭 に な り , 腔 子 の 体長 の 短縮 が 目だっ て くる . 頭 葉 は 両側 に 大 きく 開い て いる . 他方 , 尾 節 は 腹部 
後 端 より 小さ く な る . 融合 し た 上 展 は 口 陥 に 向っ て 徐々 に 移動 し , 触角 と 同一 線上 に 並ぶ な よう に な り , 大 腸 は 前 側 
方 へ 動く . 対 状 の 下 居 は 他 の 大 腹 や 小 用 よ り も 小さ く な っ て いる . 腹部 第 1 節 上 の 側 脚 pleuropodium は 鱗 不 目 
肥 子 に お いて 余り 報告 され て いな い が , 他 の 腹部 体 節 肢 と 異な り , 先 の 細い 棒状 突起 と し て 認め られ る (27 図 ). 
尾 節 の 肛門 陥 の 左右 に 8 対 の マル ピー ギ 管 が 発達 し 始め る . 











23~27 図 各 stage に お ける 腔 子 の 外部 形態 
23 図 : stage 6 ダル マ 形 肛 子 期 24 図 : stage 9 体 節 分 化 期 25 図 :stage 10 神経 溝 分 化 期 26 図 : 
stage 11 頭 胸部 付属 肢 分 化 期 27 図 : stage 13 胸部 付属 肢 完成 期 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


A 蝶 上 蛾 TYO TO GA (Trans. Lep. Soc. Jap.) Vol 19, No. 1 & 2 1968 
EE SE DSE RE DE PA SAE 連 た 和 際 = 

Stage 15 ( 郑 胸 分 节 期 ) 

体長 の 短縮 は 著しく 進行 する が , 体 幅 は 逆 に 増加 する . 頭 部 を 構成 すべ きす べ て の 顎 侵 が 集合 し , 頭 部 と 胸部 が 
区 別 さ きれ る よう に な る . 触角 突起 が 更に 前 進 し , 上 大 突起 より も 前 方 に 位置 する よう に な る . 各 体 節 の 腹面 に 神経 
球 ganglion が 完成 し , 脳 , 3 対 の 顕 部 神経 球 , 3 対 の 胸部 神経 球 , そし て 10 対 の 腹部 神経 球 が 数 えら れる . 第 
10 と 第 9 腹 節 間 の 境界 が 消え , 神経 球 も 合体 し , 他 の 腹 館 より も 大 き な 1 つの 体 館 と な る . 第 3~ 第 6 腹 節 上 の 4 
対 の 腹部 付属 肢 を 残し て , 他 の も の は 退化 する (28 図 )、 尾 脚 caudal leg の 発達 が や や 明瞭 に な る . 第 1 っ 第 2 
胸 人 節 お よび 第 1 一 第 8 腹 節 の 体側 に , 各々 1 対 の 気 門 spiracle が 陥 入 す る , し か し , 第 2 胸 節 の それ は 用 子 発生 
の 途中 で 退化 する . 

中 田 (1932) に よる と , 家 奏 で は 第 6 お よび 第 8 第 16 体 節気 門 が 陥 入 し , 第 8 体 館 の も の は 退化 気 門 こ な 
る . また , SArro (1937) は 4ntheraea で , 第 1, 第 2 胸 節 お よび 第 1~ 第 10 腹 節 で 気 門 の 陥 入 が 生じ , 第 2 胸 
節 の も の は 退化 気 門 と な り , 第 9, 第 10 腹 館 の も の は 騰 化 前 に 閉鎖 する と 述べ て いる . 

Stage16 ( 反 転 前 期 ) 

前 ステ ー ジ まで 卵 周 に 沿っ て 位置 し て いた 腔 子 の 尾部 が 卵 の 内 方 へ 向っ て 徐々 移動 し , 腹部 中 央 も 内 部 に 向 か 
うた め 肥 子 の 形 は S 字 形 と な る (10, 19 図 ). 頭 部 は 前 ステ ー ジ より ゃ 更に 短縮 し , 頭 部 の 付属 器官 は 口 陥 の 周辺 に 
集まり , 頭 部 器官 と し て の 所 定 の 配列 を する . 下 礎 が 接近 し , 正中 線上 で その 基部 が 融合 し 始め る . 膝 子 の 短縮 は 
極限 に 達し , 体長 は 最短 と な る . すべ て の 胸 脚 は 3 環 節 と な り , 第 1 胸 脚 の 基部 前 端 で , Easrgaw (1930) が 後頭 
突起 post cephalic lobe と 名 づけ た 対 状 の 突起 が 明らか と な る . 顎 部 の 3 対 の 神経 球 は 合体 し , 1 対 の 喉 下 神経 
球 suboesophageal ganglion を 形成 する . 第 2 ~ 第 3 胸 脚 を 除い て 背面 閉 負 dorsal closure が 起 る (7, 10 図 ). 











28 へ ~31 図 各 stage に お ける 用 子 の 外部 形態 
28 図 : stage 14 短縮 期 29 図 : stage 16 反転 前 期 30 図 : stage 18 腹部 神経 球 融合 期 81 図 : stage 19 
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Stage 17 ( 反 転 後 期 ) 
前 ステ ー ジ で , 頭 胸部 が 背面 精 曲 dorsal concave, 第 1 腹 節 以後 が 腹面 希 曲 ventral convex で あっ た 肥 子 は 
と の ステ ー ジ で 反転 revolution を 完了 する . 従っ て , 腔 子 の 背 は 卵 の 円 周 に 沿っ て 位置 し て くる . 今 , 上 居 ほ は 
品 部 の 上 方 を お お い , 下 居 は 正中 線上 で は ば 完全 に 融合 する . 第 2 胸 節 背部 の 膳 孔 navel を 残し て , 背面 は 完全 
に 閉鎖 する . 尾 節 に は 対 状 の 尾 脚 が 完成 する . 中 腸 の 腹面 お よび 側面 が 形成 され る . 

鳝 翅 目 四 胚 子 有 运动 blastokinesis は 単なる 糧 曲 の 転換 で , 膝 子 の 位置 移動 は これ 付随 し た 現象 に 過ぎ な い ( 和 桑 
名 , 高見 1957) と いわ れ て いる . し か し ,Ckilo (OkApA 1960) で は anatrepsis を 通し て , 膝 子 は 前 後 軸 の 回 り を 
回 転 し ,katatrepsis の ステ ー ジ で 姓 曲 を 転換 する ./zgc77sg (JoANNSEN 1929) の 腔 子 は 卵 の 長 軸 を めぐ る 回 転 
よっ て 反転 する . PRESSER and Rosrogky (1957) は 万 eliothis 四 胚 子 从 最 长 期 四 芭 テー ジ で 9 び 回 転 し , 卵 の 赤道 
の まわ り を 取り 巻い て 横たわり , その 後 , 頭 部 を 精 孔 向け て コイ ル 形 と な り , 最後 の 反転 で , 豚 子 は 長 軸 に 沿っ 
て 180 回 転 す る と と を 報告 し て いる . Pieris 四 胚 子 运 动 革 家 蛋 (高 见 , 北沢 1960, 中 田 1932 な ど ) や Antheraea 
(SArro 1934) の それ 近い も の で ある . 

Stage 18 (腹部 神経 球 融合 期 ) 

反転 を 終了 し た 豚 子 は 卵 内 で 了 形 に 位 置 し て いる (20 図 ). 麻子 の 伸長 は 急速 進み , 尾 端 は 卵 の 前 極 に 向っ て 
申 び る , 大 腸 , 小 肝 , 下 居 は 口 部 を お お いな が ら 発達 する , 下 居 は 完全 融合 し , 舌 状 構造 と し て 認め られ る . 腹 
面 に 存在 する 神経 球 は 胸部 の それ より は る か に 小さ い . 第 9 腹 節 の 神経 球 は 第 8 腹 節 の 神経 球 と 融合 し , 1 つの 大 
き な 人 神経 球 と な る , 従っ て , と の ステ ー ジ で は 8 対 の 腹部 神経 球 が 認め られ る . し か し , 外観 的 に は 第 8・ 第 9 腹 
節 の 議 別 は 可能 で ある . 尾 節 背面 の 秒 板 caudal plate が 比較 的 明瞭 に な る . EAsrnAw (1930) は 第 1 胸 節 背面 に 
膳 孔 を 認め て いる が , 筆者 は 第 2 胸 節 に お いて それ を 稔 察 し た . 

Stage19 ( 毛 冶 発 生 期 ) 

と の ステ ー ジ の 腔 子 は 3 ~4 節 の 間 を 中 心 に U 字 形 に 答 曲 し , 尾 節 後 端 は 下層 と 同じ 線上 に 達し て いる (21 図 ). 
頭 部 の 前 表面 と 背面 に 頭 部 を 3 部 分 に 分 ける 細い 溝 が 発生 する . 小腸 の 先端 は 鋭く と が っ て いる . 後頭 突起 は 第 1 
胸 脚 か ら 分 離し , 無 環 節 の 棒状 突起 こと し て 認め られ る . 尾 脚 は 2 環 節 に 分 か れ て いる . 体長 の 所 定 の 部 分 で , 毛 交 
の 発達 が 見 られ る . 騰 孔 は 第 2 胸 節 背面 に 残っ て いる が , 中 腸 背 壁 が 完成 し , 中 腸 内 は 卵黄 で 充 た され て いる . と 
の ステ ー ジ の 生き た 卵 は 矢 膜 の 着色 に より , 椅 黄 色 で ある . 

Stage20 (剛毛 発生 期 ) 

卵 内 の 卵黄 物質 は は ほとんど 消 費 さ れ , 卵 の 前 極 に わずか に 認め られ る 過ぎ な い (22 図 ). 腔 子 は 著しく 成長 し , 
卵 内 部 は ほぼ 完全 に 腔 子 に よっ て 占め られ て いる . 今 , 大 腸 の 先端 は 氏 歯 構造 と な り , 小腸 に こ は 小 腕 蜂 maxillary 
palp, 下 唇 に は 下 居 疾 labial palp が 発達 する . 単眼 が 着色 する . 膳 孔 は ほとん ど 完 全 に 閉鎖 する . と の ステ ー ジ 
を 通し て , 中 腸 内 の 卵黄 は 完全 に 消費 され る . 

Stage 21 ( 初 令 幼 虫 完成 期 ) 

須 子 は 初 令 幼 虫 と し て の 外部 形態 を ほとん ど 完 全 に 備え て いる . 頭 部 , 胸部 お よび 上 腹部 の 気 門 が キチ ン 化 し 頭蓋 
の 全 表 面 に 多数 の 短い 剛毛 が 明 膝 と な る . 後頭 突起 は 第 1 胸 節 の 前 端 に 位置 し て いる . 聞 も な く , 紫 膜 は 腺 子 に よ 
っ て 飲み 込ま れる . 朋子 は 頭 部 を 卵 の 頂部 に すえ , 卵 の 基部 で 第 3 腹 節 を 頂 曲 させ , 第 7, 第 8 腹 分 が 頭 部 の 側 方 
で 考 貼 し , 尾 節 を 卵 の 中 央 へ 向け て いる た め , と の 部 分 を 通る 卵 の 横断 面 に は 3 つの 用 子 断 面 が 観察 され る . この 
ステ ー ジ に な る と , 卵殻 を 通し て 内 部 の 腔 子 が 容易 稔 察 で きる . 

Stage22 (用 化 期 ) 

膝 子 は 卵殻 の 上 方 を 食い 破っ て , 頭 部 を 卵 か ら 出し , 続い て 胸部 , 腹部 が 脱出 する . 

了 L. 豚 子 の 発生 と 温度 と の 関係 

発生 段階 と 温度 と の 関係 

温度 , 湿度 , 光 な どの 環境 条件 は 昆虫 の 肥 子 発生 に 大 き な 影 響 を 与え る と と が 考え られ る が , それ ら の 中 で も る 特 
に 温度 条件 が 肥 子 発生 に 及ぼ す 作 用 は 著しい . 産 下 後 約 5~8 分 以内 と に 5~37'C (湿度 80~100) の 恒温 度 下 に 
移し て 発生 させ , 温度 と 肥 子 の 発育 状態 と の 関係 を 調べ る と , 温度 変化 に より 発生 速度 が 著しく 異な る と と が わか 
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る . 第 1 表 は 25C に お ける 用 子 の 発生 段階 を 示し , また , 第 2 表 は 10~34C に お ける 発生 所 要 時 間 を 表わし た 
も の で ある . また 32 図 は 各 ス テー ジ の 発育 所 要 日 数 と 温度 と の 関係 を , 33 図 は 発育 速度 (発育 日 数 の 逆数 ) と 温 
度 と の 関係 を それ ぞ れ グラ フ に 表わし た も の で ある . 

胚 子 法 9 ~35°C で 正常 に 発育 し , 騰 化 する . し か し な が ら , 8C 以下 お よび 36'C 以上 で は ある 程度 まで は 発育 
が 進行 する が 踊 化 する と こと は な い . 一 定 の ステ ー ジ まで の 発生 に 必要 な 時 間 は , 高温 に な る に つれ て , 次 第 に 短縮 
し , 30~31°C で 最も 短期 間 で 蜂 化 に まで 達する . そし て , それ 以上 の 高温 条件 下 で は 逆 に 所 要 時 間 が 延長 する . 従 
っ て , 32 図 に 見 られ る よう に 温度 と 発育 日 数 と の 関係 を 示す グラ フ は 一 見 放物線 DーaT? 十 bT 十 c (D : 発育 所 要 
日 数 , T : 温度 , a, b, c : それ ぞ れ 恒 数 ) の 一 部 を 表わし て いる . と の 関係 は 16~31°C の 温度 範囲 で は よく 成 
り 立 つよ う で ある が , と の 温度 範囲 を 越え た 低温 , 高温 に な る に つれ て , 関係 式 か ら の ズレ が 犬 きく な る . 今 , 山 
化 現象 を 基準 に し て , 各 環 境 温度 に 対す る 発育 期間 を 比較 する と , 31*C で の 全 発 育 期間 を 1 と し た 場合 , 3#C で 
は 約 1.2, 25°C で は 約 1.4 で ある が , 21C に な る と 約 2, 16°C で 約 4.6, 10'C で 約 9.4 と な る , と の よう に , 21C 
以下 で は , 温度 が 5C 低下 する に つれ て 発生 期間 が 約 2 倍 に 延長 する . そし て , @C 以 下 四 低温 到 二 胚 子 坟 旷 化 前 
に 死亡 する . 31?°C に お ける 発育 期間 と 10C に お ける それ と を 比較 する と 後者 は 前 者 の 約 9.5 倍 で ある . 








第 1 表 25C に お ける 発生 段階 表 





























Stage | 所 要 時 間 Stage 所 要 時 間 
1 受 精 期 | 0 一 1» 時 間 12 腹部 付属 肢 分 化 期 | 24 一 26 時 間 
2 分 。 割 期 | 1% 一 5 13 腹部 付属 肢 完成 期 26 一 30 
3 胚 悉 全 形成 期 5 一 8 14 短 縮 其 30 一 35 
4 腔 帯 形成 期 | 8 一 9 15 頭 胸 分 節 期 35 一 40 
5 フタ バ パ 形 腔 子 期 9 ー11 | 16 反 転 前 期 40 一 42 
6 ダル マ 形 腔 子 期 11 一 13 17 反 転 後 期 42 一 45 
7 クッ ベラ 形 肥 子 期 13 一 15 18 腹部 神经 球 融 合 期 45 一 50 
8 中 腔 葉 形成 期 15 -一 18 | 19 毛 間 発生 期 50- 一 55 
9 体 侵 分 化 其 18 一 20 20 剛 毛 発 生 期 55 一 60 
10 神経 溝 分 化 期 20 一 22 21 初 令 幼虫 完成 期 60 一 69 
11 頭 胸部 付属 肢 分 化 其 22 = 22 县 化 其 69 一 71 
第 2 表 温度 と 豚 子 発生 所 要 時 間 
™ Stage 4 Stage 11 Stage 16 Stage 22 
記 度 | 有 凸 带 形 成 期 | 頭 部 付属 肢 分 化 期 | 反転 前 期 最 化 其 
10'C 35 一 40 時 間 105 一 120 時 間 255 一 267 時 間 470 一 495 時 間 
16 18 一 22 47 一 52 120 一 127 234 一 245 
21 13—15 33 一 38 58 一 62 106 一 110 
25 8 一 9 22 一 24 40 一 -42 69 一 71 
31 7 一 8 14 一 17 27 一 29 50 一 53 
34 8 一 9 18 一 21 35 一 38 59 一 61 














鋼 化 率 に つい て は , 温度 条件 に よっ て 異な り , 85 必 以上 の 遇 化 率 が 得 ら れる の は 16 へ ~31°C の 温度 範囲 で ある . 
また , 25°C で の 彼 化 時 の 時 間 の 幅 は 3 時 間 で ある が 10'C で は 25 時 間 で ある . と の よう に , 25~31°C に お ける 各 
ステ ー ジ まで の 発育 期間 は は ほぼ ば 一定 で ある が , 低温 に な る に つれ て 時 間 的 差異 が 大 きく な つて いる . と の よう な 現 
家 は 他 の 昆虫 の 腔 子 発生 の 観察 で も 指摘 され て いる . テグ ス 訟 (小泉 , 柴田 1938) で は 同一 卵 塊 で あっ て も 発育 状 
態 に は 相当 の 個体 変異 が あり , と の 変異 は 高温 に お いて 少な く , 低温 に な る に 従っ て 増大 する . 桑名 , 高見 (1957) 
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32 図 各 ス テー ジ の 発育 所 要 日 数 と 温度 と の 関係 "33 図 発育 速度 (発育 日 数 の 逆数 ) 





と 温度 と の 関係 

は 家 奏 の 発育 と 温度 と の 関係 を 調べ た 水野 の 資料 に 基づい て , 腔 子 の 温度 対す る 成長 反応 は 発育 段階 に よっ て 相 
直し , 発生 の 進ん だ 区 間 ほ ど 低 温 と 高温 と に お ける 発育 日 数 の 開き が 大 きく , 休眠 期 一 最長 期 の 発育 は 17.5*C 以 
上 の 温度 で は 目立っ て 不揃い で あり , 最長 期 一 反転 期 で は 反対 に 17.5'C 以下 の 温度 区 で 発生 が 不 斉 で ある が , 反 
転 期 一 催 青 期 は 温度 の 高低 に 関係 な く 斉一 な 発生 を 示す と 述べ て いる . しかし, 家 葵 で 見 られ る よう な 有 双 子 発生 と 温 
度 と の と の よう な 顕著 な 関係 は 筆者 の モン シロ チョ ウ 腔 子 の 発生 の 観察 を 通し て は 確認 する と と が で き な か っ た . 

膝 子 発生 速度 と 温度 と の 関係 を 調べ て みる と , それ ら の 間 の 相関 が 更に 明確 に な る . 33 図 に 示し た よう に , 16~ 
31*C の 温度 黄 囲 内 で は 発生 速度 と 温度 と の 間 に は 直線 的 函数 関係 V ニ aT 十 b (V : 発生 速度 , a, b: それ ぞ れ 恒 
数 ) が 成り 立つ . 最も 安定 し た 発生 を する 25'C お よび 30'C に お ける 甘 化 時 まで の 発育 日 数 か ら 恒 数 a お よび b 
を 求め る と , a0.019,b キ ー0.136 と な る . 従って, D ニ ーーp と すれ は ば, を 一 定 す る と と に より , D (発育 
日 数 ) を 決め る こと が で きる . 

小泉 , 柴田 (1938) に よる と , テグ ス 春 朋子 の 肌 化 お よび 反転 まで の 日 数 を 温度 に 対し て 図示 する と , は ば 両者 
と も 等 辺 な 双曲線 と な る . また , と これら の 日 数 の 逆数 値 は 温度 に 対し て ほ ば 直線 的 画数 関係 V ニ aT 十 V。 (V : 発 
育 速 度 , a, Vo : 恒 数 ，T : 温度 ) と な り , 完全 な 直線 的 関係 が 成立 する 温度 範囲 は 15~27°C で ある . 

膝 子 の 発育 零 点 

膝 子 の 発生 が 正常 に 行なわ れ 85 以 上 の 映 化 率 を 得る と こと の で きる 温度 範囲 は 16 て 31*C で ある が , ず C の 低温 

で は 極め て 少数 の 個体 の み が 上 明 化 する に 過ぎ ず , 8&'C 以下 で は 出 化 で き な い . 従っ て , 実験 的 に は , 9C が 映 化 現 
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人 象 を 基準 に し た 発育 臨界 低温 度 す な わ ち 発育 零 点 で ある . 発育 零 点 の 理論 値 は 有効 積算 温度 の 法則 (Vーk)t 三 K 
(V : 発育 期間 中 の 平均 温度 , k : 発育 零 点 , t: 発育 に 要する 日 数 , K : 有効 積算 温度 ) か ら 求め る て と が で きる は 
ず で ある が , 有効 積算 温度 の 法則 は その 種 の 生活 好適 な 温度 範 胃 で の み 適 用 で きる も の で , 広い 温度 範囲 に つい 
て 検討 する 場合 に は 適用 で き な い . 仮り に 好適 な 温度 範囲 を 死亡 率 が 最少 で ある 温度 の 25~31°C で ある と し て , 
発育 零 点 を 求め る と k 皇 9~10°C と な り 実 験 値 と 一 致す る . モン シロ チョ ウ で は 前 述 の VaT 十 b の 関係 は 15C 
以下 の 低温 で は 成り 立た な いた め , と の 式 か ら VO の 時 の T (発育 零 点 ) を 求め る と と は で き な い が , テグ ス 春 

(小泉 , 柴田 1938) で は 発育 零 点 が 実験 的 に 9"C で あり , こと の 温度 は 発育 速度 と 温度 と の 関係 式 VaT 十 V。 か 
ら 求め た 理論 値 と 完全 に 一 致す る . 

有 子 発生 の 発育 零 点 は , 正確 じ は 膝 子 の 発生 を も っ て 決定 し な けれ ば な ら な いか ら , 活化 を 対象 と し て 決定 し た 
発育 零 点 は 真 の 発育 鶴 点 と 異な る も の で ある . 8'C の 温度 条件 下 で , 腕 子 の 発生 を 観察 する と , 反転 を 完了 し た 逐 
子 は その 後 も 正常 に 発生 し , 初 令 幼 虫 と し て の 形態 を 備え る まで に 到 る . また , 6'C で は , 比較 的 早い ステ ー ジ で 
大 部 分 が 死亡 する けれ ども , 反転 前 の ステ ー ジ まで 発生 を 続け る 個体 も 認め られ る . 従っ て , 真 の 発育 堆 点 は 敵 化 
を 象徴 と する 発育 零 点 より 相当 低温 の 6C 以下 で ある と と は 確か で ある ・ 

梅谷 , 渡辺 (1957) に よる と , ウス タビ ガ に お いて , 10°C と 15°C の 駅 子 日 数 より Ksoeg の 積算 温度 の 公式 か 
ら 発育 最低 温度 を 理論 的 に 算出 し た 結果 , 一 1.1*C が 得 ら れ , 実験 的 に は °C に お いて も 腺 子 は 反転 前 期 ま で 発育 
を 続け る と いう . 














要 約 


1. モン シロ チョ ウ Pieri rapae crucivora BorspuvAr の 肥 子 発生 の 全 過 程 を 22 stage に 分 け , それ ぞ れ の 
stage に お ける 膝 子 の 形態 に つい て 述べ た . 

2. 胸 子 発生 段階 と 温度 と の 関係 に つい て 述べ た . 腕 子 は 9~35°C の 温度 範囲 で 正常 に 発育 し , 30~31? じ C に お 
ける 肥 子 日 数 は 最短 で ある . 16~31?C の 温度 範囲 で , 腔 子 日 数 と 温度 と の 間 に は D ニ aT? 上 bT 十 c, 胚 子 D 纯 育 
速度 と 温度 と の 間 に は VaT- 十 b の 関係 が 成立 する . 

3. 肥 子 の 発育 雲 点 じ つ い て 述べ た . 山 化 を 基準 と し た 腔 子 の 発育 零 点 は 9C で ある が , 9C 以下 の 低温 で も 肛 
子 の 発生 は 続け られ る . 膝 子 の 発生 を 基準 と し た 場合 , 真 の 発育 鶴 点 は 6C 以下 で ある . 


Summary 


1. The process of embryonic development of Pieris rapae crucivora BoIsDUVAL is divided into 22 stages 
and the morphogenesis of the embryo at each stage is described. 

2. The relationship between embryonic development and temperature is explained. At 9~35°C the 
embryo develops normally and the term of the embryonic development is the shortest at 30~31°C. At 
16- と 31*C the following phenomena are recognized, that is, the relation between time and temperature is 
D 一 aT? 十 bT 十 cand between the verocity of growth of embryo and temperature is V=aT 十 b. . 

3. The zero point of embryonic development based on the hatching of larvae is 9°C, but the embryos 
still continue to develop at lower temperature than 9°C, the true zeropoint of embryonic development 


may be lower. 
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等 田 徽 也 
犬 阪 府 高槻 市 出 丸町 6-2 


一 般 に ヒメ ジャ ノ メ に お ける 服 状 紋 は , 個体 に より 若干 の 変異 は 認め られ て も, と くに 顕著 な 変化 は 見 られ な 
い . と くに 前 元 表 面 に お ける 大 小 二 RR CR | 私 が 1965 年 9 月 3 日, 大 阪 府 高槻 市 の 
自宅 衰 の 茂み で 採集 し た 約 20 頭 の ヒメ ジャ ノ メ の うち 1 ぐ 3 
に 有 眼 状 紋 の 欠 除 が 見 られ た の で 報告 し た い . 

すなわち 正常 な 個体 に お いて 出現 する 前 将 表 面 の 大 , 小 二 
つの 眼 状 紋 の うち , 上 方 の 第 5 室 の 眼 状 紋 が まっ た く 出 現 せ 
ず , その うえ 下方 の 第 2 室 の 有 眼 状 紋 が 不鮮明 ( 眼 紋 周囲 の 黄 
環 は 非常 に 細く 不鮮明 ) で , し か も 正常 個体 の 第 5 室 の 眼 状 
紋 は どの 大 き さ で ある と と な ど が と く 顕 著 な 点 で , また 前 
半 は 正常 個体 に 比べ て や や 横 に 細長 い 感 が ある . 

前 次 表面 に お いて 第 5 室 の 眼 状 紋 は 正常 個体 に 比べ 小さ 
く , また 黄 環 も 細く , 第 2 室 に お いて も 同様 で ある . 後 将 裏 
面 の 眼 状 紋 は 正常 個体 の も の より 数 が 少な い . 

以上 , ヒメ ジャ ノ メ の 眼 状 紋 異常 の 一 例 と し て 報告 する . 区 
御 指導 を い た だ きま し た 白水 隆 先 生 に 厚く 御礼 申し あげ ま 1, 3 異常 弄 2, 4 正常 型 
す . (上 , 表面 下 , 衰 面 ) 
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